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運動部がんばりました

運動部の活動を報告します。

　第26回 東広島市民スポーツ大会　球技の部　（風早小学校区で参加）

8月17日(日)　　体育振興会主導

  当日は、あいにくの雨によりソフトバレーボールのみの実施となりましたが、白


熱した好ゲームが繰り広げられ、男子チームが3位、女子チームが2位と好成績

を残しました。

それにより、陸上、球技の総合成績が

3位となりました。

　第65回 安芸津町民体育大会

　10月13日(月)に安芸津中学校で行われる予定でしたが台風19号の影響によ

り残念ながら中止となりました。

　今年は小松原地区が当番地区で早田原西チームの取りまとめを行いました。

活動内容は下記の通りです。

 8月30日 (土) 役員会議（各地区役員顔合わせ） 小松原集会所

 9月 5日 (金) 役員会議（結団式） 小松原集会所

 9月19日 (金) 選手選考会　 小松原集会所

 9月29日 (月) 選手選考会　 小松原集会所

10月 6日 (月) 小、中学生練習(ユニホーム配布) 安芸津中学校

10月11日 (土) 中止決定

10月26日 (日) 役員会議 小松原集会所

　参加された選手の皆様、応援いただいた皆様、お世話いただいた役員の方々、

本当にありがとうございました。

　次回のイベントは、体育振興会主導での区民ハイキングです。

昨年度同様、3月に行う予定です。２月上旬に案内を出しますので、多数のご参加

をお願いします。

公私ともに、お忙しいとは思いますが、皆様のご協力を宜しくお願いします。

<運動部一同>
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新霊供養

小松原青年団

　今年は15名の物故者の新霊供養が行われました。あいにくの荒天で、急拠小学校

のマリンルームに設置された祭壇で、この１年に亡くなられた方を偲び霊をなぐさめま

した。読経は元行寺住職によって取り行われ遺族、親族並びに縁故者が見守るなか

滞りなくすすめられました。物故者のご冥福をあらためてここにお祈りいたします。

　　例年通り設営

　　されたやぐら

供養のお経をとなえる

元行寺住職
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冬 の 彩 り

　１２月の初めより旧小松原小学校に冬の夜を彩るイルミネーションが地域づくり部に

より設置され点灯されています。 高さがあるので見ごたえのあるものに仕上がってい

ます。国道を通行する車窓からはばっちりと見ることができます。 （ 脇見をしすぎない

ように安全運転でお願いします） 

幸運な家では自宅から見ることができるかもしれませんね。

小松原の希望の灯りであり続けて欲しく思います。

写真撮影　木戸和憲氏
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「長 寿」お慶び申し上げます

　敬老の日を迎えるにあたり、この小松原で居住されているご高齢の皆さまに長寿の

お祝いを申し上げます。現在小松原には、９０歳以上の方が２７名 （男８名女１９名 ）

おられます。今年発表された日本人の平均寿命は男性80.21歳女性86.61歳です。

　 このように平均寿命を大きく超えてご存命されるというのは、小松原の生活環境が

良いのかまた、風土が合っているのかいずれにしても大変慶ばしいことです。

 これからも益々元気で長生きされることをお祈りいたします。

また、あとに続く私たち区民も先輩に続きこの伝統を守りましょう！

４ 

次ページに小松原の年齢別人口一覧

表があります。 



東広島市年齢別人口表　　安芸津町小松原　　2014年3月末現在

年齢 人口 男 女 年齢 人口 男 女
0 1 1 0 51 10 5 5
1 1 1 0 52 3 2 1
2 2 1 1 53 8 4 4
3 0 0 0 54 5 2 3
4 1 0 1 55 5 2 3
5 2 1 1 56 12 7 5
6 2 2 0 57 6 2 4
7 1 0 1 58 6 2 4
8 2 1 1 59 11 5 6
9 2 2 0 60 10 6 4

10 3 2 1 61 6 3 3
11 4 2 2 62 6 3 3
12 4 1 3 63 14 5 9
13 5 3 2 64 12 9 3
14 6 3 3 65 14 6 8
15 4 2 2 66 19 10 9
16 2 0 2 67 3 0 3
17 3 1 2 68 14 7 7
18 6 3 3 69 14 7 7
19 3 2 1 70 7 3 4
20 1 0 1 71 19 9 10
21 1 0 1 72 9 4 5
22 1 1 0 73 13 8 5
23 1 1 0 74 4 2 2
24 6 1 5 75 5 3 2
25 4 3 1 76 9 2 7
26 3 2 1 77 10 2 8
27 5 2 3 78 13 2 11
28 2 1 1 79 10 5 5
29 5 3 2 80 11 4 7
30 3 2 1 81 11 3 8
31 3 1 2 82 10 4 6
32 1 1 0 83 10 5 5
33 3 2 1 84 13 5 8
34 1 0 1 85 6 0 6
35 6 3 3 86 2 0 2
36 2 1 1 87 8 2 6
37 2 1 1 88 7 4 3
38 6 4 2 89 3 1 2
39 11 6 5 90 1 0 1
40 3 2 1 91 5 0 5
41 5 3 2 92 6 2 4
42 7 3 4 93 3 1 2
43 9 5 4 94 2 1 1
44 6 2 4 95 3 1 2
45 5 2 3 96 3 1 2
46 7 5 2 97 1 0 1
47 3 1 2 98 2 1 1
48 5 4 1 99 1 1 0
49 3 2 1 100 0 0 0
50 4 1 3 最高齢者は99歳です。
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異 臭 問 題
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豊田高校だより

豊田高等学校の取組
教頭　　　森岡達治

　 これまで小松原地自治会広報誌「七味」には、平成２５年１２月に締結した台湾・新

竹市立香山高級中學との姉妹校提携について、平成２６年２月に広島県教育委員会

が策定・発表した 「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画」とこれに基づく豊

田高等学校活性化地域協議会についてなどを報告してきました。今回は、これらの進

捗状況と豊田高等学校の最近の話題を報告したいと思います。

１．最近の話題

　まずは、本年度卒業予定生徒の進路決定状況から報告したいと思います。先ごろ、

文部科学省は 「平成２６年１０月末における高等学校卒業予定者の就職内定率（就

職予定者の就職希望者に対する割合）は７１．１％で昨年同期から７．０ポイント上昇」

「１０月末時点における就職内定率が７０％を超えるのは平成６年（７１，４％）以来２０

年ぶり。」という初表をしました。本稿は、これまで厳しい就職状況の中でも就職内定

率１００％を達成してきましたが、本年度も達成される見込みです。とりわけ本年度は、

全国的に就職環境の改善がみられる中で、進学も含め、受験生徒がすべて第一希望

に合格・内定しています。国公立大学への合格（尾道市立大学）・看護専門学校への

合格（広島県厚生連　尾道看護専門学校：正看護）も果たしています。

　次に最近の話題から一つ紹介します。広島県（県民活動課）・広島県警察本部・広島

県教育委員会等が主催で毎年行われている「暴走族追放に関する標語コンクール」に

おいて、本校生徒の応募作品が最も上位の賞である広島県知事賞を受賞しました。さ

らに、広島県教育委員会賞１点、入選３点の計５点の作品が入賞しました。これらの作

品は県庁ギャラリーに展示されるとともに、県知事賞受賞作品は今後１年間の暴走族

追放ポスターやリーフレットの表紙として活用される予定です。本校生徒の活躍ぶりを

ぜひご覧ください。

   （県知事賞受賞作品）

　その行為！　未来の自分に誇れるの？
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２．姉妹校提携

　先ごろ、香山高級中學より「２月上旬に生徒を（豊田高校へ）訪問させたい、おそらく

２月５日になるだろう。」との連絡がありました。また、交流の橋渡しをされている日本

政府観光局（JNTO)海外マーケティング部に対しては、訪問人数は４５名（うち生徒３５

名）で「昼食を挟んで終日の交流をお願いできれば有難い」との連絡が入っているとの

情報がありました。

　今後、どのように受け入れていくか、相手校と連絡を取りながら進めていくことになり

ます。生徒の交流を中心に友好関係の発展に

取り組んでいきますが、日本をより深く感じ・知

ってもらうためにも、地域の皆様のご協力を仰

ぐ場面もあるかと思います。その際は、よろしく

お願いします。

３．学校活性化地域協議会

　既に報告のとおり、「今後の県立高等学校の在り方に係る基本計画」において、１学

年１学級規模の全日制高等学校では、 学校活性化地域協議会を組織するとともに生

徒の増加等を目指して学校活性化策を協議し実施するとともに、３年後以降に全校生

徒数が２年連続して８０人未満となった場合は、 統廃合等とすることが示されていま

す。豊田高等学校でも豊田高等学校活性化地域協議会（以下「協議会」）を組織し５月

から９月まで月１回のペースで５回の協議を重ねてきました。

　県内には１学年１学級規模の高等学校は１１校 （分校１校を含む） あります。この１１

校のうち本校を除く殆どの学校が中山間地域または島嶼部にあり、 利便性に乏しくそ

の学校に通学できる地域が限られていると共に、その学校のある地域から通学できる

高等学校も限られている状況にあります。

　その中で本校は、本校に通学できる区域が広く（現在の在籍生徒は忠海から阿賀間

の呉線沿線）、 この区域における中学校卒業予定者数は１,000人を超えているという

強みがある一方で、安芸津から通学できる高等学校も多く、選択肢の１つでしかないと

いう状況にあります。 また、 協議会は市町と連携しながら協議することとなっています

が、本校に通学してくる東広島市の生徒は安芸津中出身者のみという他校と異なる状

況にあります。 そこで、学校の実態を踏まえ、 売りとなるテーマをある程度限定して取

り組むことが重要と考え、協議会では 「学び直し」を最も大きな活性化策として取り組
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むこととしました。

　教育現場では、半世紀も前から「教育七五三」という言葉があります。この言葉は、

高校で７割 ・中学で５割 ・小学校で３割がその段階で身に着けておくべき教育内容を

十分に身につけていないということを表しています。高校入学時点で約半数の生徒が

義務教育段階で見につけておくべき内容が身についていないということになります。

文部科学省が告示し教育課程の水準を示した（学校教育法施工規則の規定を根拠に

教える内容を示した）高等学校学習指導要領でも、「学校や生徒の実態等に応じ、必

要がある場合には、（中略）義務教育段階での学習内容の確実な定着を図るようにす

ること。」が示されています。

　小規模で豊かな自然環境にある本校で「学び直し」を行ない、自信を持った日々が送

られる生徒を育成することの意義は大きいと考えています。 また、 就職における採用

選考において学科試験を課す企業も増加傾向にあり、生徒の希望進路実現のみなら

ず将来においても、基礎・基本の定着はきわめて重要なことです。さらに、基礎・基本

をもとに更なる伸長を行うことにより、進学につなげていくことも可能になります。

　具体的には、「学び直し」においては授業づくりとICT（コンピューター等を利用した情

報・通信技術）の活用を柱に活性化策を話し合ってきました。ICTの活用については、

その環境整備に向けて解決すべき問題が多く存在していますが、協議会としてはその

問題解決を最重要課題としていくこととしています。

　その他にも、小規模・豊かな自然環境、従来から強くある地域の支援をいかした教育

の推進、通学可能区域への広報活動、生徒が自己存在感を持ち豊かな心が育まれる

ようボランティア活動の充実などを活性化策としています。

　今後とも、地域の皆様のご支援のほど、よろしくお願いいたします。
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芸陽バス運行時間の変更

芸陽バスの運行時間が１０月１日から変わりました。主な変更点は発着時間の若干の変更と運行日が

土曜日、日曜日、祝日を除くようになったことです。

各路線の時刻表は下表のとおりです。

※過疎化のひずみが徐々に押し寄せています。
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